


















































































































































1940年代から 50年代にかけて、テイラー主義的作業標準化、TWI(Training within 










































































































































































































































































































































































2位龍谷大平安（京都） 99勝 69敗 1分
3位 p L学園（大阪） 96勝 30敗
4位県岐阜商業（岐阜） 87勝 52敗 1分
5位松山商（愛媛） 80勝 35敗 1分
6位天理（奈良） 72勝 47敗
7位東邦（愛知） 70勝 41敗 1分
8位広陵（広島） 67勝 41敗 1分





































































第 10回大会 1924年（大正 13年）初優勝
第 15回大会 1929年（昭和 4年）に 2度目















































その 16年後の昭和 48年、第 45回選抜高校野球大会では怪物といわれた作新学
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院（栃木）の江川卓投手を攻略しての準優勝、その夏の第 55回選手権大会では 5





第 39回大会 1957年（昭和 32年）に 4度目
第 55回大会 1973年（昭和 48年）に 5度目























準決勝 1-0 中京 （元阪急ブレーブス野中徹博投手）
決勝 2-12 池田 （元横浜べイスターズ畠山準選手、
元読売巨人軍、水野雄仁投手）
1988年第 70回全国高校野球選手権 V6 
2回戦 4-3 上回東
3回戦 12-1 日大一



















平成4年、 6年、平成 10年、平成 14年の選抜高校野球大会に出場したにもかか





昭和 4年 (1929年） 優勝
昭和 5年 (1930年） 優勝 昭和 6年（1931年） 優勝
昭和 32年（1957年） 優勝
昭和 48年（1973年） 優勝
昭和 57年（1982年） 準優勝
昭和 63年（1988年） 優勝
全国的にみても、これまで成果を上げてきた公立高校の野球部は、のきなみ戦績
が低迷している。平成になり、春の選抜大会と夏の選手権大会合わせて計 56回の
大会が実施されてきたが、その 2つの甲子園大会で公立高校が優勝したのはわずか
5校であり、公立高校の優勝確率は 8.9%しかない（図表 37参照）。甲子園の出場
校も私立高校が公立高校を上回っている。つまり施設などの環境面、選手のスカウ
ト、指導者の人事面、資金面などの公立高校の劣位性がそのまま結果に反映された
形となっているのである。
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図表 37 平成の選抜大会、選手権大会での公立高校の優勝校
春の選抜大会
平成 7年 第67回大会観音寺中央（香川｜）
平成 21年第81回大会清峰（長崎）
夏の選手権大会
平成6年第76回大会佐賀商業（佐賀）
平成 8年第78回大会松山商業（松山）
平成 19年 第89回大会佐賀北（佐賀）
興味深いのは、全て九州、｜と四国の地方校である点である。これら、地方の地域で
は、いまだ進学先が公立志向であることが伺える。
平成 19年、第89回全国高等学校野球選手権大会は野球特待生問題が起きた年で、
野球留学生が多い私立の学校には逆風となり、公立の佐賀北高校が優勝した。
平成 21年、第 81回選抜高校野球大会で優勝した清峰高校（長崎）は、その年の
広島東洋カープにドラフト 1位指名された今村猛投手を中心とした突出した投手力
のチームで、あった。
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（章末・資料 1）「広商野球部部員心得Jと「広島商業高等学校硬式野球部五割IJ
広島商業野球部室に掲げられている広島商業野球部員の心得と広島商業野球部
員が練習前に唱和する五司＂である。その内容から広商野球で培われていた精神野球
を伺い知ることができる。
「広商野球部部員心f辱」
野球部創立以来諸先輩が幾度の苦難を超越して長年月に亘り創り上げた輝かしき
伝統に生せんとする広商野球部の心得るべき事項下記の如し。
記
1. 広商野球部は精神野球に徹すべし。日々一挙一動を精神修養の場と心得自らを
律すべし、とくにグランドは精神野球修練の道場にして命がけの真剣勝負の錬成
の気持ちを以て臨むべし、全精神を傾注するーの練習は並みの十の練習に勝る事
を知るべし。
1. 何処にも勝る猛訓練こそ、広商野球を確立する唯一の方法なり。血の出る様な
猛訓練あってこそ幾度の輝く球史が樹立されたり、先輩のやった事がやれぬ筈は
ない、倒れる迄の猛訓練叱日宅激励こそ勝利の道である、如何なる鍛えにも耐え抜
き堅忍不抜必勝の信念と技術を体得せよ
「ファイトなき者は去れ」
1. 練習に於いては常に頭を働かし、工夫を凝らし一球一打一プレーにも常に反省
を加え短所は直ちに矯正し合理的で能率的な練習に励むべし、寸秒も無駄なきを
期すべし。
1. 其の他心得るべき事項
①道場たるグランドは勿論部室及び周辺の清潔整頓を徹底し一片の塵無きを期す
べし。
②グランドの手入れは部員全員で之を行し、とくに上級生は率先範を示すべし口
③野球用具に心を通わすべし心通えば生きてくる、用具は心の鏡なり一点の曇り
汚点無き様愛情を以て保管手入れを徹底せよ。
④諸動作を機敏活発にしユニホームの着替えは五分以内とし一刻も早くグランド
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